























テーマ： 「アートとデザイン    その分離と融








     日本学術会議哲学委員会・芸術と文化
環境分科会
共　催： 大阪大学大学院文学研究科
     科研基盤研究A「アーツ・アンド・ク
ラフツと民藝」
コーディネーター：
    黒川　威人（日本デザイン学会）
　　　　藤田　治彦（意匠学会）
併催行事：大阪大学創立80周年記念展
      見学会「阪大生・手塚治虫    医師
か？マンガ家か？」大阪大学総合学
術博物館











    メディアセンター・ラウンジ
参加費（会員）：2,000円









































ち   機 関 誌「Aglaia」 と「The Dress 




意識の萌芽    洋服裁縫師，洋服裁断師か
ら「デザイナー」へ   
 16：30－17：00　研究発表６
神野　由紀（関東学院大学）国立工芸指導















抽象表現    西芳寺西来堂を中心に   
 11：30－12：00　研究発表９
福江　良純（京都府立堂本印象美術館）石
井鶴三の立体造形論   《島崎藤村像》制




リュットのポストモダニティー    福祉か



































































































前年度よりの繰越金 6,138,320 『デザイン理論』編集費 110,949
『デザイン理論』印刷費 315,315
会 員 会 費 2,367,000 大 会 補 助 費 58,733
例 会 費 12,760
ホームページ作成・維持費 94,500
分 科 会 費 10,000
学 会 賞 等 奨 励 金 150,000
創立50周年記念事業費 229,151
芸 関 連 会 費 15,000
雑 収 入 4,000 事 務 費 13,755
会 報 印 刷 費 0
利 息 1,334 旅 費 0
予 備 費 0
学会支援センター委託料 419,166
次 期 繰 越 金 7,041,325





前年度よりの繰越金 6,003,320 『デザイン理論』編集費 80,000
『デザイン理論』印刷費 1,200,000
会 員 会 費 2,655,000 例 会 費 40,000
大 会 補 助 費 150,000
ホームページ作成・維持費 100,000
分 科 会 費 10,000
学 会 賞 等 奨 励 金 150,000
芸 関 連 会 費 15,000
雑 収 入 0 事 務 費 5,000
会 報 印 刷 費 0
旅 費 0
予 備 費 50,000
名 簿 印 刷 費 150,000
選 挙 関 連 業 務 費 50,000
学会支援センター委託料 580,000
次 期 繰 越 金 6,078,320





















前年度よりの繰越金 7,041,325 『デザイン理論』編集費 80,000
『デザイン理論』印刷費 1,200,000
会 員 会 費 2,655,000 例 会 費 40,000
大 会 補 助 費 150,000
ホームページ作成・維持費 100,000
分 科 会 費 10,000
学 会 賞 等 奨 励 金 150,000
芸 関 連 会 費 15,000
雑 収 入 0 事 務 費 15,000
会 報 印 刷 費 0
旅 費 0
予 備 費 50,000
名 簿 印 刷 費 250,000
選 挙 関 連 業 務 費 50,000
学会支援センター委託料 580,000
次 期 繰 越 金 7,006,325





前年度よりの繰越金 7,006,325 『デザイン理論』編集費 80,000
『デザイン理論』印刷費 1,200,000
会 員 会 費 2,655,000 例 会 費 40,000
大 会 補 助 費 150,000
ホームページ作成・維持費 100,000
分 科 会 費 10,000
学 会 賞 等 奨 励 金 150,000
芸 関 連 会 費 15,000
雑 収 入 0 事 務 費 15,000
会 報 印 刷 費 0
旅 費 0
予 備 費 50,000
学会支援センター委託料 580,000
次 期 繰 越 金 7,261,325




















   前崎　信也（立命館大学　グローバル・イ
ノベーション研究機構）
２． 芸 術 に お け る 周 縁 的 な も の と 人 間 の




























雑誌からみる化粧品広告   『少女の友』
と中山太陽堂」
２．神野　由紀（関東学院大学）「国立工芸
指導所における子ども用品研究    西川友
武のデザイン思想の背景を中心に」
３．島先　京一（成安造形大学）「アール・
ブリュットのポストモダニティー    福祉





ち    機 関 誌「Aglaia」 と「The Dress 











現    西芳寺西来堂を中心に   」
10．福江　良純（京都府立京都八幡高等学
校）「石井鶴三の立体造形論   《島崎藤村
像》制作過程の検証を通して   」
11．安城　寿子（お茶の水女子大学大学院）
「言葉からたどるファッション・デザイン
への意識の萌芽    洋服裁縫師，洋服裁断






















































The Japan Society of Design Award
 （意匠学会賞）
Research Award of the Japan Society of 
Design （意匠学会論文賞）






































人間の生   「限界芸術」の概念を手がか
りに」
議題４．11月例会について
会場，日時：芦屋大学　大阪キャンパス　
  ＯＳビル　11月13日（土）
発表候補者：
田村　　剛（大阪芸術大学）「市民を活
かすまちづくり：「歩きやすい道」をめ
ぐる取組み」
宮崎　篤徳（立命館大学）「沿岸部斜面
地集落の公私境界部における敷地利用形
態について」
議題５．２月例会について
会場候補地： 京都造形芸術大学に代って京
都精華大学に決定した。
候補日：２月12日
発表候補者：
亀野　晶子「蔵田周忠を中心としてみる
東京高等工芸学校」
議題６．編集委員会について
　委員長からの説明があり，56号については
作業中。57，58号については次期編集委員に
引き継ぐ予定と報告された。
　委員長と副委員長の二人態勢，編集事務局
との役割分担について，編集委員会で検討し
たいと報告された。伊集院敬行と吉村典子会
員の二人が意匠学会役員会の幹事として承認
された。
議題７．入退会者について承認された。
議題８．その他
　副会長を二名にする案が会則改正案と共に
提出され，総会に提案されることが承認され
た。（会則　第３章役員　第８条の変更）
　次回大会会場候補地として，国立民族学博
物館が挙げられた。
［報告事項］
報告１．各種委員会報告 
編集委員会：『デザイン理論』55号での大会
報告等が抜けていたこと等のお詫びが述
べられた。表紙デザインのデザイナーの
変更を編集委員会で検討したい。
学会賞委員会：大会への学会賞委員の出席者
が３名しかないので，パネル発表中は予
備審査をした後，大阪に郵送した後本審
査を行うということになった。
 　大阪への郵送しなかった作品も審査対
象にすることが役員会で決定した。
報告２．名簿改訂を行うことを確認した。
平成22年度　第３回役員会　議事録
日時：平成22年９月４日（土）12時30分より
場所： 京都工芸繊維大学　60周年記念館２階
小セミナー室
出席者： 伊東徹夫，今井美樹，梅宮弘光，太田
喬夫，佐藤敬二，佐藤博一，島先京一，
谷本尚子，並木誠士，廣田孝，藤田治
彦，三木順子，藪亨，横川公子
［審議事項］
議題１．前回議事録の承認
議題２．11月例会について
場所　芦屋大学，大阪キャンパス
日時　11月13日（土）
発表候補者：
宮崎　篤徳（大阪芸術大学）「沿岸部斜
会報担当連絡先
〒610－1197
京都市立芸術大学美術学部第３研究室群
伊東徹夫　宛
TEL　075－334－2255　FAX　075－334－2255
128
面地集落の公私境界部における敷地利用
形態について」
田村　　剛（立命館大学）「市民を活か
すまちづくり：「歩きやすい道」をめぐ
る取組み」
議題３．２月例会について
場所：京都精華大学
日時：２月12日
発表候補者：
亀野　晶子（京都工芸繊維大学）「蔵田
周忠を中心としてみる東京高等工芸学
校」
　申込書が出ていないが，京都精華大学の大
学院生侯芳芳の応募予定が伝えられた。
議題４．５月例会について
場所： 成安造形大学に決定。発表候補者は未
定。
議題５．第53回大会開催校の決定
場所：国立民族学博物館
日時：７月16日（土），17日（日）
　民族学博物館の職員が発表すれば，展示等
の費用が保障されることもあり，民博職員の
積極的な参加を期待することが確認された。
　実行委員を結成してほしいとの申し出があ
り，今井会員，島先会員，竹内会員（後日承
諾）が協力することになった。
議題６．学会ＨＰについて
　国立情報広報委員会ＨＰ担当の佐藤博一委
員から説明があった。
　大学のサーバーに移管するのは不安定であ
るため，民間のサービスへの移行が提案され
た。大学生協学会支援センターも検討する。
完全にサービス停止まで１年間をかけて移行
作業をしたいと報告され，内容については，
２月例会で決定する。
議題７．選挙管理委員会のメンバーの推薦
　選挙管理委員会の３名の選挙管理委員が推
薦された。
　橋本英治（神戸芸術工科大学），川上比奈
子（摂南大学），大久保恭子（関西外国語大
学）最終決定は11月例会。
議題８．名簿の改訂について
　選挙と名簿は分けて考えることとなった。
２年以上会費を滞納している人は名簿に反映
しない。
　次回の役員会で３年，４年会費を滞納して
いる人を確認する。
　３月末で入退会を確定。
　来年度夏の発行を目標とすることで承認さ
れた。
　４月の年会費請求の際に再度情報を確認し
てさらに専門分野の確認をして発行する。
議題９．入会希望者の承認
　承認された。なお，年会費については年度
末毎で納入をお願いするということになった。
議題10．その他　特になし
［報告事項］
報告１．各種委員会報告
編集委員会：56号に昨年度の大会報告が掲載
されることが報告された。
来期の表紙について。編集委員会では決定で
きなかったので，役員会の議題として次
回取りあげることとなった。
学会賞委員会：意匠学会作品賞選考報告がな
された。作品賞に該当する作品は該当な
しとの報告があった。
広報委員会：広報委員会から会報について報
告があった。
その他：第52回大会の会計報告がなされ，承
認された。
